




１. 連続的なデータ送信に利用したい時は、他に利用者がいないことを確認し、CH26からCH30のうちの空い
ているCHを優先して使用するようにしてください。

２. CH26からCH30がすでに他の利用者により連続的なデータ送信に利用されている時は、利用者間で運用
調整をして互いに譲り合って使用するようにしてください。

３. 連続的なデータ通信の利用には、CH15（呼出チャンネル）を使用しないようにしてください。

４. 連続的なデータ通信に利用するときは、最小の空中線電力、空中線高での運用となるようにしてください。
また、運用しないときは電源を切る等、他の利用者の運用に阻害を与えないよう注意してください。

５. 連続的なデータ送信には、出来る限り一般業務用の無線局の利用をお願いいたします。




